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４、研修のコース及び時間 

一日当たり、の実研修時間は原則６時間とし、基本的には午前１０時から午後１７時までとする。 

  ① 基本＆応用研修コース １２時間（２日） 

  ② 基本研修コース     ６時間 (１日) 

  ③ 応用研修コース     ６時間 (１日) 

※上記②の基本コースは、認定規則第４条(認定要件)の（2）スキャンツール保有及び（3）ＦＡ

ＩＮＥＳ加入条件を満たしていない事業場のみ対象とする。 

 

５、研修受講料 

   受講料は、上記４、のコース毎に、別途定めることとする。 

      

６、募集方法 

事務局ニュースやホームページ等で行うこととする。  

 

７、研修修了者に対する修了証の交付等 

   振興会は、スキャンツール活用研修の修了者に対し、修了証を交付することとする。なお、

修了者名簿によって管理をすることとする。 

 

８、認定店の申請 

認定規則第４条(認定要件)を満たしている事業場は認定店となることができ、申請を希望する

事業者は、認定申請書(様式 1)に所要事項を記入・押印の上、別途定める申請手数料(現金)を

添えて、振興会会長に提出しなければならない。 

また、認定店の申請料には、「認定卓上盾」を含むものとし、当該認定盾はフロントなどお

客様の見やすい場所に掲げなければならない。 
なお、認定店のユーザー店頭 PR 用ツールとして、次の物を別途有償にて販売することとす

る。 
・スキャンツール活用事業場認定看板              
・スキャンツール活用事業場認定のぼり（２枚一組、竿無し）  
 

９、認定事業場の遵守事項 

 
(1) 振興会から応用研修修了者に対するステップアップ研修の通知を受けた場合は、事業者は応用

研修修了者を当該研修に受講させなければならない。 

（但し、ディーラー認定店の場合は、原則として当該研修の受講対象外とする。） 
 

(2) 認定を受けた事業場は、スキャンツールを使用した点検・整備に係る診断を行った場合は、顧客に

対しスキャンツールによる当該車両の診断結果について、可能な限りデータを基にした説明を心掛

けること。 

 

(3)届け出 

①認定店の事業者は、当該事業場が認定規則第４条の認定要件に満たなくなった時は、その事由

が生じた日から３０日以内に認定解除届（様式 2）を振興会会長に届け出なければならない。 

②認定店の事業者は、認定店（事業場）毎に、一級自動車整備士又は応用研修修了者、並びにス

キャンツールの機種のいずれかを変更した時は、その事由が生じた日から３０日以内に認定変更

届（様式 3）を振興会会長に届け出なければならない。 

  

附 則（実施期日） 

この細則は平成 25年 4月 1日から実施する。 

附 則（実施期日） 

この細則は平成 28年 4月 1日から実施する 

 

スキャンツール認定制度に基づく 

基本・応用研修及び認定店申請等に関する実施細則 
 
 
 （一社）宮城県自動車整備振興会（以下「振興会」という。）において行う、スキャンツール認

定制度に関する「基本・応用研修」及び「コンピュータ・システム診断認定店（以下「認定店」と

いう。）」申請等については、（一社）日本自動車整備振興会連合会（以下「日整連」という。）が定

める「スキャンツール活用事業場認定規則」及び「スキャンツール活用研修実施要領」に基づき実

施することとし、その細目については、この実施細則によるものとする。 

 

１、開始時期 

   宮城県における本事業の開始は平成２５年４月からとする。 

 

２、研修の種類と対象者 

 

(1) 基本研修 

  原則として三級以上の自動車整備士有資格者であること。 

 

(2) 応用研修 

    認定規則第４条（認定要件）の（2）スキャンツール保有及び（3）ＦＡＩＮＥＳ加入条件を

満たす振興会会員事業場に所属し、既に基本研修を修了している者であること。但し、振興会

以外の研修（日整連が認めたものに限る。）によって、当該スキャンツール基本研修の免除を

する場合は、受講申込時に修了書原本の提示を求めることとする。 

 

(3) 認定店ステップアップ研修 

   この研修は、既に認定店となった事業場の応用研修修了者を対象とし、認定店としての要件

の維持及び診断技術力の向上を目的とした研修で、認定店となった翌年度以降、原則年１回定

期的に行うものとする。 

  

３、研修の内容 

 

(1) 基本研修は、スキャンツールの一般的な知識・技能の習得を主たる内容とする。   

  ① ＯＢＤの背景 

  ② スキャンツールの機能紹介及び故障診断の進め方 

  ③ 電子制御回路の基本 

  ④ スキャンツール操作に関する実習 

 

(2) 応用研修は、スキャンツール基本研修のステップアップを図る研修とし、高度な診断・整備技

術の習得を主たる内容(実習主体)とする。 

  ① ＦＡＩＮＥＳの活用方法 

② 高度故障診断方法(データモニタを活用した絞り込み作業等) 

  ③ お客様への情報提供として必要となる問診、診断、整備計画・結果の内容説明における知識

及び応酬話法 

  ④ スキャンツールの有効活用方法（普段の定期点検等、入庫時における正常データの読み取り・

蓄積方法等） 

   

（3）ステップアップ研修は、エンジン・シャシ電子制御装置の各種事例を基に、実践的な高度故

障診断整備技術の習得を主たる内容（実習主体、認定店相互の情報交換を含む）とし、研修時

間は開催の都度内容に合わせて定めることとする。 
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４、研修のコース及び時間 

一日当たり、の実研修時間は原則６時間とし、基本的には午前１０時から午後１７時までとする。 

  ① 基本＆応用研修コース １２時間（２日） 

  ② 基本研修コース     ６時間 (１日) 

  ③ 応用研修コース     ６時間 (１日) 

※上記②の基本コースは、認定規則第４条(認定要件)の（2）スキャンツール保有及び（3）ＦＡ

ＩＮＥＳ加入条件を満たしていない事業場のみ対象とする。 

 

５、研修受講料 

   受講料は、上記４、のコース毎に、別途定めることとする。 

      

６、募集方法 

事務局ニュースやホームページ等で行うこととする。  

 

７、研修修了者に対する修了証の交付等 

   振興会は、スキャンツール活用研修の修了者に対し、修了証を交付することとする。なお、

修了者名簿によって管理をすることとする。 

 

８、認定店の申請 

認定規則第４条(認定要件)を満たしている事業場は認定店となることができ、申請を希望する

事業者は、認定申請書(様式 1)に所要事項を記入・押印の上、別途定める申請手数料(現金)を

添えて、振興会会長に提出しなければならない。 

また、認定店の申請料には、「認定卓上盾」を含むものとし、当該認定盾はフロントなどお

客様の見やすい場所に掲げなければならない。 
なお、認定店のユーザー店頭 PR 用ツールとして、次の物を別途有償にて販売することとす

る。 
・スキャンツール活用事業場認定看板              
・スキャンツール活用事業場認定のぼり（２枚一組、竿無し）  
 

９、認定事業場の遵守事項 

 
(1) 振興会から応用研修修了者に対するステップアップ研修の通知を受けた場合は、事業者は応用

研修修了者を当該研修に受講させなければならない。 

（但し、ディーラー認定店の場合は、原則として当該研修の受講対象外とする。） 
 

(2) 認定を受けた事業場は、スキャンツールを使用した点検・整備に係る診断を行った場合は、顧客に

対しスキャンツールによる当該車両の診断結果について、可能な限りデータを基にした説明を心掛

けること。 

 

(3)届け出 

①認定店の事業者は、当該事業場が認定規則第４条の認定要件に満たなくなった時は、その事由

が生じた日から３０日以内に認定解除届（様式 2）を振興会会長に届け出なければならない。 

②認定店の事業者は、認定店（事業場）毎に、一級自動車整備士又は応用研修修了者、並びにス

キャンツールの機種のいずれかを変更した時は、その事由が生じた日から３０日以内に認定変更

届（様式 3）を振興会会長に届け出なければならない。 

  

附 則（実施期日） 

この細則は平成 25年 4月 1日から実施する。 

附 則（実施期日） 

この細則は平成 28年 4月 1日から実施する 

 

スキャンツール認定制度に基づく 

基本・応用研修及び認定店申請等に関する実施細則 
 
 
 （一社）宮城県自動車整備振興会（以下「振興会」という。）において行う、スキャンツール認

定制度に関する「基本・応用研修」及び「コンピュータ・システム診断認定店（以下「認定店」と

いう。）」申請等については、（一社）日本自動車整備振興会連合会（以下「日整連」という。）が定

める「スキャンツール活用事業場認定規則」及び「スキャンツール活用研修実施要領」に基づき実

施することとし、その細目については、この実施細則によるものとする。 

 

１、開始時期 

   宮城県における本事業の開始は平成２５年４月からとする。 

 

２、研修の種類と対象者 

 

(1) 基本研修 

  原則として三級以上の自動車整備士有資格者であること。 

 

(2) 応用研修 

    認定規則第４条（認定要件）の（2）スキャンツール保有及び（3）ＦＡＩＮＥＳ加入条件を

満たす振興会会員事業場に所属し、既に基本研修を修了している者であること。但し、振興会

以外の研修（日整連が認めたものに限る。）によって、当該スキャンツール基本研修の免除を

する場合は、受講申込時に修了書原本の提示を求めることとする。 

 

(3) 認定店ステップアップ研修 

   この研修は、既に認定店となった事業場の応用研修修了者を対象とし、認定店としての要件

の維持及び診断技術力の向上を目的とした研修で、認定店となった翌年度以降、原則年１回定

期的に行うものとする。 

  

３、研修の内容 

 

(1) 基本研修は、スキャンツールの一般的な知識・技能の習得を主たる内容とする。   

  ① ＯＢＤの背景 

  ② スキャンツールの機能紹介及び故障診断の進め方 

  ③ 電子制御回路の基本 

  ④ スキャンツール操作に関する実習 

 

(2) 応用研修は、スキャンツール基本研修のステップアップを図る研修とし、高度な診断・整備技

術の習得を主たる内容(実習主体)とする。 

  ① ＦＡＩＮＥＳの活用方法 

② 高度故障診断方法(データモニタを活用した絞り込み作業等) 

  ③ お客様への情報提供として必要となる問診、診断、整備計画・結果の内容説明における知識

及び応酬話法 

  ④ スキャンツールの有効活用方法（普段の定期点検等、入庫時における正常データの読み取り・

蓄積方法等） 

   

（3）ステップアップ研修は、エンジン・シャシ電子制御装置の各種事例を基に、実践的な高度故

障診断整備技術の習得を主たる内容（実習主体、認定店相互の情報交換を含む）とし、研修時

間は開催の都度内容に合わせて定めることとする。 
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（税別）

研修種目
スキャンツール

基本研修
スキャンツール

応用研修
認定申請料

金　　額 6,000円 6,000円 4,000円

（税別）

スキャンツール活用事業場認定制度に関する各種料金

（注）（１）　表中の金額には教科書代金を含む。
　　　（２）　表中の金額には消費税は含まない。
　　　（３）　認定申請料には、認定卓上盾代を含むものとする。（認定卓上盾　3,086円）
　　　（４）  別途有償で販売する認定ツールは次のとおりです。

スキャンツール活用事業場認定看板
スキャンツール活用事業場認定のぼり

（２枚１組　竿無し）

4,333円 1,905円

認定ツール

①卓上盾
（サイズ：Ｗ180×Ｈ240ｍｍ）

②認定看板
（サイズ：Ｗ600×Ｈ498ｍｍ）

③のぼり旗（２枚１組）
（サイズ：Ｗ600×Ｈ1,800ｍ

フロントガラス損壊見舞金つき

「てんけん安心見舞金」制度から
運転者・同乗者等へお見舞金の支払

プレゼント証発行時にユーザー向けのチラシをご希望の場合は、
下記よりプリントアウトしてご利用ください。
http://www.zenkyosai.or.jp/pdf/tenken.pdf

「てんけん安心見舞金」制度の
プレゼント証綴を購入

１冊２０台分3,000円

納車日時から１年以内に、
その自動車に搭乗中、

交通事故により運転者・同乗者が
入院・通院等

点検・整備等完了後、貴社からお客様へ
「てんけん安心見舞金」

プレゼント証を発行（プレゼント）
1台あたり150円

GOALGOAL STARTSTART

お客様との良好な

関係を築き、

顧客の拡大・固定化に！

プレゼント証

納車日時から1年以内に、
当該自動車のフロントガラスが
落下・飛来物により損壊し

ガラスを交換
※（飛び石・ひょうなど）

2011.4　改

C

＜2015.10改100,000＞

平成27年10月1日一部改正

一　　般
社団法人

一　　般
財団法人

NEWNEW

NEWNEW

三信平河町ビル

一般

発行してください。

してください。

してください。

してください。
してください。

2011.4　改

C

C 000000-00
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（税別）

研修種目
スキャンツール

基本研修
スキャンツール

応用研修
認定申請料

金　　額 6,000円 6,000円 4,000円

（税別）

スキャンツール活用事業場認定制度に関する各種料金

（注）（１）　表中の金額には教科書代金を含む。
　　　（２）　表中の金額には消費税は含まない。
　　　（３）　認定申請料には、認定卓上盾代を含むものとする。（認定卓上盾　3,086円）
　　　（４）  別途有償で販売する認定ツールは次のとおりです。

スキャンツール活用事業場認定看板
スキャンツール活用事業場認定のぼり

（２枚１組　竿無し）

4,333円 1,905円

認定ツール

①卓上盾
（サイズ：Ｗ180×Ｈ240ｍｍ）

②認定看板
（サイズ：Ｗ600×Ｈ498ｍｍ）

③のぼり旗（２枚１組）
（サイズ：Ｗ600×Ｈ1,800ｍ

フロントガラス損壊見舞金つき

「てんけん安心見舞金」制度から
運転者・同乗者等へお見舞金の支払

プレゼント証発行時にユーザー向けのチラシをご希望の場合は、
下記よりプリントアウトしてご利用ください。
http://www.zenkyosai.or.jp/pdf/tenken.pdf

「てんけん安心見舞金」制度の
プレゼント証綴を購入

１冊２０台分3,000円

納車日時から１年以内に、
その自動車に搭乗中、

交通事故により運転者・同乗者が
入院・通院等

点検・整備等完了後、貴社からお客様へ
「てんけん安心見舞金」

プレゼント証を発行（プレゼント）
1台あたり150円

GOALGOAL STARTSTART

お客様との良好な

関係を築き、

顧客の拡大・固定化に！

プレゼント証

納車日時から1年以内に、
当該自動車のフロントガラスが
落下・飛来物により損壊し

ガラスを交換
※（飛び石・ひょうなど）

2011.4　改

C

＜2015.10改100,000＞

平成27年10月1日一部改正

一　　般
社団法人

一　　般
財団法人

NEWNEW

NEWNEW

三信平河町ビル

一般

発行してください。

してください。

してください。

してください。
してください。

2011.4　改

C

C 000000-00

3,「てんけん安心見舞金」制度のご案内
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通　院

写真（当該自動車）

見舞金の請求人（受取人）がご記入・押印してください。

揃え

の運営団体（全共済）

万が一事故があった場合は、発行事業場に連絡するようお客様に周知してください。

ください。

ください。

いただく

なお、お客様が紛失の場合は、整備事業場にお申し出ください。

必ず原本をご提出ください。

原本をご提出ください。

受取人との関係が確認できる謄本をご提出ください。（コピー可）

点検整備記録簿・領収書等をご提出ください。（コピー可）

フロント
ガラス損壊

死亡診断書または死体検案書

（1）プレゼント証が発行された自動車に搭乗している「運転者」または「同乗者」が急激かつ偶然な外来の事故
（以下「交通事故」といいます。）で、下記①～④に該当された場合、見舞金をお支払します。
※なお、見舞金の請求に際し、自動車安全運転センター発行の「交通事故証明書(原本)」等を添付してご提出いただきます。

（2）プレゼント証が発行された自動車が、飛び石やひょうなどの落下物、飛来物によりフロントガラスが損壊し、
下記⑤に該当された場合、見舞金をお支払します。
※なお、見舞金の請求に際し、「当該自動車の写真（フロントガラスを交換するために取り外した状態でかつ登録番号の確認が1枚でできる
状態のもの）」等を添付してご提出いただきます。

①死亡見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者が死亡された場合に見舞金をお支払します。
ただし、同一の事故により、同一の方にすでに重度後遺障害見舞金をお支払している場合は、死亡見舞金はお支払できません。
②重度後遺障害見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者が次に挙げるいずれかの重度後遺障害が
生じた場合に、見舞金をお支払します。
　・ 両眼が失明したもの　・ 咀しゃくまたは言語の機能を全く廃したもの　・ その他身体の著しい障害により終身常に介護を要するもの
③入院見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者がその傷害の
　治療のために病院等に延べ10日以上入院された場合に、その日数に応じた見舞金をお支払します。
④通院見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者がその傷害
の治療のために病院等に延べ14日以上通院された場合に見舞金をお支払します。
⑤フロントガラス損壊見舞金
　飛び石や落下物、飛来物によりフロントガラスが損壊※し交換する場合、見舞金をお支払します。　　

 ※他の自動車や壁等に接触、衝突により損壊した場合を除きます。

①運転者･同乗者の故意によるとき
②運転者･同乗者の犯罪行為又は闘争行為によるとき
③無免許運転または酒酔運転によるとき
④地震もしくは噴火またはこれらによる津波によるとき　など

※1年後の応当日が無い場合は
　次のようになります。

プレゼント証の発行対象は次に定める
整備等を行った自動車に限ります。 下記の自動車には発行できません。

（3）見舞金が支払われない主な場合

　　＜支払事由および見舞金額＞

イ. 道路運送車両法にもとづく「定期点検整備」
ロ. 当会で推進する「安心・快適パック整備」
ハ. 新車又は中古車販売時の「点検・整備」
ニ. 臨時点検・整備、修理等（オイル交換含む）

大型特殊自動車

教習車 二輪車レンタカー

小型特殊自動車 事業用バス

緊急用自動車

ハイヤー・タクシー（運転代行業車両含む）

支払事由 見舞金額 対象者および対象自動車
100,000円
50,000円
70,000円
100,000円
30,000円
15,000円

運転者および同乗者

プレゼント証が発行された自動車

※◎は、所定の用紙をご使用ください。なお　 は原本をご提出ください。
※死亡見舞金の受取人は労基法施行規則第42条～45条に定める遺族補償の順位となります。（配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹の順）
※フロントガラス損壊見舞金の受取人は、プレゼント証に記載した使用者となります。

NEWNEW

NEWNEW

プレゼント証の発行対象

（フロントガラス損壊見舞金用）

（注）・ 上記③入院見舞金と④通院見舞金双方の支払事由に該当した場合は、合算して10万円を限度として支払います。
 ・ 【通院見舞金・入院見舞金】と【死亡見舞金または重度後遺障害見舞金】双方の支払事由に該当した場合は、
 　それぞれについて支払います。
 ・ 同一事故で２名以上が支払事由に該当した場合は、各人に支払います。

フロントガラスを取り外した状態で、かつ登録番号の確認が1枚でできる状
態の写真を上段の事故状況報告書に貼付してご提出ください。（カラー写真）

死亡・重度後遺障害
入院10日～30日まで
入院31日～60日まで
入院61日以上
通院14日以上
フロントガラス損壊

死亡・重度後遺障害
入院10日～30日まで
入院31日～60日まで
入院61日以上
通院14日以上
フロントガラス損壊

ください。

ください。
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通　院

写真（当該自動車）

見舞金の請求人（受取人）がご記入・押印してください。

揃え

の運営団体（全共済）

万が一事故があった場合は、発行事業場に連絡するようお客様に周知してください。

ください。

ください。

いただく

なお、お客様が紛失の場合は、整備事業場にお申し出ください。

必ず原本をご提出ください。

原本をご提出ください。

受取人との関係が確認できる謄本をご提出ください。（コピー可）

点検整備記録簿・領収書等をご提出ください。（コピー可）

フロント
ガラス損壊

死亡診断書または死体検案書

（1）プレゼント証が発行された自動車に搭乗している「運転者」または「同乗者」が急激かつ偶然な外来の事故
（以下「交通事故」といいます。）で、下記①～④に該当された場合、見舞金をお支払します。
※なお、見舞金の請求に際し、自動車安全運転センター発行の「交通事故証明書(原本)」等を添付してご提出いただきます。

（2）プレゼント証が発行された自動車が、飛び石やひょうなどの落下物、飛来物によりフロントガラスが損壊し、
下記⑤に該当された場合、見舞金をお支払します。
※なお、見舞金の請求に際し、「当該自動車の写真（フロントガラスを交換するために取り外した状態でかつ登録番号の確認が1枚でできる
状態のもの）」等を添付してご提出いただきます。

①死亡見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者が死亡された場合に見舞金をお支払します。
ただし、同一の事故により、同一の方にすでに重度後遺障害見舞金をお支払している場合は、死亡見舞金はお支払できません。
②重度後遺障害見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者が次に挙げるいずれかの重度後遺障害が
生じた場合に、見舞金をお支払します。
　・ 両眼が失明したもの　・ 咀しゃくまたは言語の機能を全く廃したもの　・ その他身体の著しい障害により終身常に介護を要するもの
③入院見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者がその傷害の
　治療のために病院等に延べ10日以上入院された場合に、その日数に応じた見舞金をお支払します。
④通院見舞金
　交通事故により傷害を被り、事故の日からその日を含めて180日以内に運転者または同乗者がその傷害
の治療のために病院等に延べ14日以上通院された場合に見舞金をお支払します。
⑤フロントガラス損壊見舞金
　飛び石や落下物、飛来物によりフロントガラスが損壊※し交換する場合、見舞金をお支払します。　　

 ※他の自動車や壁等に接触、衝突により損壊した場合を除きます。

①運転者･同乗者の故意によるとき
②運転者･同乗者の犯罪行為又は闘争行為によるとき
③無免許運転または酒酔運転によるとき
④地震もしくは噴火またはこれらによる津波によるとき　など

※1年後の応当日が無い場合は
　次のようになります。

プレゼント証の発行対象は次に定める
整備等を行った自動車に限ります。 下記の自動車には発行できません。

（3）見舞金が支払われない主な場合

　　＜支払事由および見舞金額＞

イ. 道路運送車両法にもとづく「定期点検整備」
ロ. 当会で推進する「安心・快適パック整備」
ハ. 新車又は中古車販売時の「点検・整備」
ニ. 臨時点検・整備、修理等（オイル交換含む）

大型特殊自動車

教習車 二輪車レンタカー

小型特殊自動車 事業用バス

緊急用自動車

ハイヤー・タクシー（運転代行業車両含む）

支払事由 見舞金額 対象者および対象自動車
100,000円
50,000円
70,000円
100,000円
30,000円
15,000円

運転者および同乗者

プレゼント証が発行された自動車

※◎は、所定の用紙をご使用ください。なお　 は原本をご提出ください。
※死亡見舞金の受取人は労基法施行規則第42条～45条に定める遺族補償の順位となります。（配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹の順）
※フロントガラス損壊見舞金の受取人は、プレゼント証に記載した使用者となります。

NEWNEW

NEWNEW

プレゼント証の発行対象

（フロントガラス損壊見舞金用）

（注）・ 上記③入院見舞金と④通院見舞金双方の支払事由に該当した場合は、合算して10万円を限度として支払います。
 ・ 【通院見舞金・入院見舞金】と【死亡見舞金または重度後遺障害見舞金】双方の支払事由に該当した場合は、
 　それぞれについて支払います。
 ・ 同一事故で２名以上が支払事由に該当した場合は、各人に支払います。

フロントガラスを取り外した状態で、かつ登録番号の確認が1枚でできる状
態の写真を上段の事故状況報告書に貼付してご提出ください。（カラー写真）

死亡・重度後遺障害
入院10日～30日まで
入院31日～60日まで
入院61日以上
通院14日以上
フロントガラス損壊

死亡・重度後遺障害
入院10日～30日まで
入院31日～60日まで
入院61日以上
通院14日以上
フロントガラス損壊

ください。

ください。
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フロントガラス損壊見舞金つき

「てんけん安心見舞金」制度から
運転者・同乗者等へお見舞金の支払

プレゼント証発行時にユーザー向けのチラシをご希望の場合は、
下記よりプリントアウトしてご利用ください。
http://www.zenkyosai.or.jp/pdf/tenken.pdf

「てんけん安心見舞金」制度の
プレゼント証綴を購入

１冊２０台分3,000円

納車日時から１年以内に、
その自動車に搭乗中、

交通事故により運転者・同乗者が
入院・通院等

点検・整備等完了後、貴社からお客様へ
「てんけん安心見舞金」

プレゼント証を発行（プレゼント）
1台あたり150円

GOALGOAL STARTSTART

お客様との良好な

関係を築き、

顧客の拡大・固定化に！

プレゼント証

納車日時から1年以内に、
当該自動車のフロントガラスが
落下・飛来物により損壊し

ガラスを交換
※（飛び石・ひょうなど）

2011.4　改

C

＜2015.10改100,000＞

平成27年10月1日一部改正

一　　般
社団法人

一　　般
財団法人

NEWNEW

NEWNEW

三信平河町ビル

一般

発行してください。

してください。

してください。

してください。
してください。

2011.4　改

C

C 000000-00
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フロントガラス損壊見舞金つき

「てんけん安心見舞金」制度から
運転者・同乗者等へお見舞金の支払

プレゼント証発行時にユーザー向けのチラシをご希望の場合は、
下記よりプリントアウトしてご利用ください。
http://www.zenkyosai.or.jp/pdf/tenken.pdf

「てんけん安心見舞金」制度の
プレゼント証綴を購入

１冊２０台分3,000円

納車日時から１年以内に、
その自動車に搭乗中、

交通事故により運転者・同乗者が
入院・通院等

点検・整備等完了後、貴社からお客様へ
「てんけん安心見舞金」

プレゼント証を発行（プレゼント）
1台あたり150円

GOALGOAL STARTSTART

お客様との良好な

関係を築き、

顧客の拡大・固定化に！

プレゼント証

納車日時から1年以内に、
当該自動車のフロントガラスが
落下・飛来物により損壊し

ガラスを交換
※（飛び石・ひょうなど）

2011.4　改

C

＜2015.10改100,000＞

平成27年10月1日一部改正

一　　般
社団法人

一　　般
財団法人

NEWNEW

NEWNEW

三信平河町ビル

一般

発行してください。

してください。

してください。

してください。
してください。

2011.4　改

C

C 000000-00

4,自動車整備業賠償共済保険
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平成30年10月1日保険始期より、日整連「自動車整備業賠償共済保険」に
販売用中古車の補償（対人・対物・自損、車両）を新設しました。

日整連「自動車整備業賠償共済保険」に 
新しい補償を追加しました!!新しい補償を追加しました!!

（アンドユーカー契約）（アンドユーカー契約）

＆Ｕｃａｒ自動車保険（対人・対物賠償・自損事故）＆Ｕｃａｒ自動車保険（対人・対物賠償・自損事故）
販売の目的をもって輸送または管理する販売用中
古車を引取ってから買主または指定する第三者に
引き渡すまでの間に事故を起こした場合の、事業
者が負担する法律上の賠償責任や従業員等の自
損事故傷害を補償します。

販売用中古車を納車
のために運転している
途中、歩行者をはねて
ケガをさせた。

販売用中古車を保管中または管理中に
接触・衝突・車両火災・盗難および洪水
などの水災や風災、ひょう災、雪災など
その他偶然な事故による販売用中古車
の損壊を補償します。

①本補償（＆Ｕｃａｒ契約）は、既存の『自動車整備業賠償共済保険』への追加加入となります。
　※ ＆Ｕｃａｒ契約単体でのご加入はできません。
②本補償（＆Ｕｃａｒ契約）は、企業全体で年間販売台数が１２０台以下の事業者が加入対象と
なります。これにより割安な保険料でのご提供を実現しました。
③保険始期が平成30年10月1日以降のご契約から＆Ucar契約のご加入が可能となります。
④業態区分が「専業工場」の事業者がご加入いただけます。
　※「ディラー」・「自家工場」はご加入できません。

その1

＆Ｕｃａｒ車両特約（車両）＆Ｕｃａｒ車両特約（車両）その2

対象
となる
事故例

対象
となる
事故例

オークション会場から販売用中古車
を仕入れ、運転して事業場に向かう
途中にガードレールに衝突し、販売
用中古車を損壊させた。

対象
となる
事故例

対象
となる
事故例

名　称

ご加入には一定の要件がありますのでご注意ください。注

ポイントポイント

販売用中古車の補償内容

NEWNEW

SALE

SALE

【保険契約者】

一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
〒106-6117　東京都港区六本木６-１０-１　TEL : 03-3404-6141

〒102-0093　東京都千代田区平河町1-4-12　TEL : 03-3264-1511

【引受損害保険会社】
●幹　事 共栄火災海上保険㈱
　 営業開発部
　 〒105-8604　東京都港区新橋1-18-6
　 TEL : 03-3504-3422

●副幹事 損害保険ジャパン日本興亜㈱

●副幹事 東京海上日動火災保険㈱

あいおいニッセイ同和損害保険㈱
大同火災海上保険㈱
日新火災海上保険㈱
三井住友海上火災保険㈱
 （50音順）

B18-0163-20190930

【取扱代理店】

このチラシは概要を記載したものです。詳しい内容については「日整連自動車整備業賠償共済保険」パンフレットをご参照ください。
なお、ご不明な点につきましては取扱代理店または引受損害保険会社にお問い合わせください。

＆Ucar    契約 ＆Ucar    契約 ＴＭＴＭ

『⽇⽴レンタカー』ご相談依頼申込書
宮城県⾃動⾞整備商⼯組合⾏き ＦＡＸ 022-236-3347

Ｆ Ａ Ｘ

すぐに説明を希望

新たなビジネスチャンス！！
代⾞のレンタカー化による

整備代⾞はお客様に
選択して頂きましょう

キレイな⾼年式のレンタカーは
いかがでしょうか？

整備顧客のレンタカー
需要に対応！

遠くにあるレンタカー会社よりも
近くの「整備⼯場レンタカー」

「⽇⽴整備⼯場提携レンタカー」について詳しい説明をご希望される組合員様は、下記の必要事項
をご記⼊しFAXにてお申込下さい。後⽇、連絡の上、ご訪問いたします。

指定⽇時に説明を希望（ ⽉ ⽇ 時頃）

「⽇⽴ 整備⼯場 提携 レンタカーシステム」で
整備代⾞を経費負担の「道具」から、収益の上がる「商品」にしましょう！

今お持ちの整備代⾞をそのまま
レンタカーにできます！

中古⾞でもＯＫ！新たに代⾞を増やす必要はありません。
お持ちの⾞両を買取り、その⾞両をレンタカーとして配置します。

支部名 認証番号 ３－

事業場名

住所

電話番号 担当者名
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『⽇⽴レンタカー』ご相談依頼申込書
宮城県⾃動⾞整備商⼯組合⾏き ＦＡＸ 022-236-3347

Ｆ Ａ Ｘ

すぐに説明を希望

新たなビジネスチャンス！！
代⾞のレンタカー化による

整備代⾞はお客様に
選択して頂きましょう

キレイな⾼年式のレンタカーは
いかがでしょうか？

整備顧客のレンタカー
需要に対応！

遠くにあるレンタカー会社よりも
近くの「整備⼯場レンタカー」

「⽇⽴整備⼯場提携レンタカー」について詳しい説明をご希望される組合員様は、下記の必要事項
をご記⼊しFAXにてお申込下さい。後⽇、連絡の上、ご訪問いたします。

指定⽇時に説明を希望（ ⽉ ⽇ 時頃）

「⽇⽴ 整備⼯場 提携 レンタカーシステム」で
整備代⾞を経費負担の「道具」から、収益の上がる「商品」にしましょう！

今お持ちの整備代⾞をそのまま
レンタカーにできます！

中古⾞でもＯＫ！新たに代⾞を増やす必要はありません。
お持ちの⾞両を買取り、その⾞両をレンタカーとして配置します。

支部名 認証番号 ３－

事業場名

住所

電話番号 担当者名

5,代車のレンタカー化による新たなビジネスチャンス！！

77



リース契約

業務提携

レンタカー
システム契約

組合会員整備⼯場

⽇⽴電鉄
交通サービス㈱

⽇⽴電鉄交通サービス㈱
営業所

⽇⽴整備⼯場
提携レンタカ－

わ

● ●

整備商⼯組合

⽇⽴キャピタル
オートリース㈱

契約関係図

導⼊状況

全国の整備事業者様に 2,300台のご契約を頂いております。（2017年５⽉末）

2016年度の年間売上実績で、550事業者が収益を実現されました！！

78



0586-53-1130
0586-53-1137

6,トータルリサイクルシステム（中古パーツ）
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事業場名

宮城県自動車整備商工組合　保険課　 ＴＥＬ ０２２－２３６－３３２５

電話番号 ご担当者名

 売掛未収金でお困りではありませんか？

○売掛未収金制度の利用申し込みは、下記事項をご記入の上、商工組合までFAXして下さい。

　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０２２－２３６－３３４７

認証番号 　 ３　－ 支  部

売掛未収金回収制度のご案内

そんな皆様の悩みを、債権回収専門の弁護士事務所との提携で

力強く支援いたします！ （ 提携先 ： 弁護士法人 東新宿綜合法律事務所 ）

● 回収専門の弁護士事務所が、組合

員の皆様に代わり未収金の回収を行い

ますので、本来の業務に集中できます！

● 完全成功報酬制ですので、事前の

費用負担はありません！

回収後は、回収金から業務委託手数料

30％＋消費税を差し引いてお支払い

いたします。
＊法律事務所 ： 業務委託手数料25％＋消費税

商工組合 ： 制度運用経費５％＋消費税

● 車検・整備代金、車の販売代金等、

法的に請求可能な1,000円以上の

幅広い債権に対応いたします！

＜ 制度の概要 ＞

制度の構築

精 算利用

申込み
支払い

書類

送付

未 収 先
（債務者）

回収

業務

○ 利用申し込み先

宮城県自動車整備商工組合

○ 売掛未収金の回収依頼先（関係書類送付先）

東新宿綜合法律事務所

○ 回収金の精算

回収の翌々月に商工組合からお振り込みします

＊振り込み手数料は組合員のご負担となります

商工組合

精 算

法律事務所

◎ お客様が車検代金や修理代金を払ってくれない・・・

◎ 電話や郵送で何度も請求するのが大変・・・

①
②

③
⑥

組 合 員

⑤

④

7,売掛未収金回収制度のご案内
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